
ス
ロ
ー
な
ま
ち
づ
く
り
に
は

「
速
い
」交
通
か
ら「
遅
い
」交
通
へ
の
シ
フ
ト
チ
ェン
ジ
が

欠
か
せ
な
い
が
、日
本
の
都
市
交
通
は
、

こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を

描
い
て
い
く
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。

欧
州
が
成
し
得
て
き
た
取
り
組
み
を
指
針
と
し
、

日
本
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
改
革
の
実
現
可
能
性
を
探
る
。

　ス
ロ
ー
は
成
熟
社
会
を
象
徴
す
る
言
葉
で

あ
る
。
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
や
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
な

ど
、
ス
ロ
ー
を
形
容
詞
と
す
る
言
葉
は
日
常

に
浸
透
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
だ
が
、

ス
ロ
ー
な
移
動
を
意
味
す
る
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ

テ
ィ
と
い
う
言
葉
は
ま
だ
ま
だ
ち
ま
た巷
で
は
聞

か
れ
な
い
。
豊
か
さ
の
実
現
に
お
い
て
、
移

動
と
い
う
対
象
は
未
だ
二
の
次
で
し
か
な
い

の
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
移
動
に
関
す
る
市

民
の
関
心
は
決
し
て
低
い
わ
け
で
は
な
い
。

満
員
電
車
の
解
消
や
道
路
の
渋
滞
緩
和
な
ど

は
、
今
日
に
至
る
ま
で
市
民
の
重
要
な
関
心

事
で
あ
る
。
問
題
は
、
移
動
に
関
す
る
我
々

の
視
野
の
狭
さ
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
筆
者

は
移
動
に
対
応
す
る
専
門
用
語
と
し
て
「
モ

ビ
リ
テ
ィ
」
を
用
い
て
い
る
が
、
こ
の
言
葉

は
人
や
社
会
の
可
動
性
、
い
わ
ば
人
の
潜
在

能
力
や
社
会
の
活
力
に
関
わ
る
概
念
で
あ
る
。

場
所
を
つ
な
ぎ
人
や
物
を
運
ぶ
と
い
う
意
味

で
用
い
ら
れ
る
「
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
」
と
は
、

次
元
の
異
な
る
上
位
概
念
で
あ
る
。
ト
ラ
ン

ス
ポ
ー
ト
（transport

）＝
入
力
あ
る
い
は

投
入
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
（m

obility
）＝
出
力

あ
る
い
は
成
果
、
と
い
う
構
図
で
捉
え
れ
ば

分
か
り
や
す
い
。
そ
れ
で
は
改
め
て
、
今
日

な
ぜ
ス
ロ
ー
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
が
求
め
ら
れ
る

の
か
。
ま
た
、
都
市
と
の
関
わ
り
に
お
い
て

ど
の
よ
う
な
可
能
性
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

都
市
の

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
と

思
考
停
止
の

モ
ビ
リ
テ
ィ

　人
と
同
様
に
都
市
は
生
き
物
で
あ
る
。
人

の
一
生
に
な
ぞ
ら準
え
る
な
ら
ば
、
都
市
に
も
少

年
〜
青
年
期（
都
市
化
）、青
年
〜
壮
年
期（
郊

外
化
）、
高
年
期
（
逆
都
市
化
）
が
あ
る
。

そ
し
て
人
生
に
は
な
い
が
、
都
市
に
は
再
生

期
（
再
都
市
化
）
と
い
う
４
つ
目
の
段
階
が

期
待
さ
れ
る
。
都
市
に
お
け
る
モ
ビ
リ
テ
ィ

の
あ
り
方
は
段
階
毎
に
異
な
り
、
都
市
の
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
従
っ
て
そ
の
役
割
は
変
化

す
る
。

　都
市
化
段
階
で
求
め
ら
れ
る
モ
ビ
リ
テ
ィ

は
、
鉄
軌
道
な
ど
の
整
備
に
よ
り
都
心
に
向

け
て
大
量
の
人
を
運
ぶ
こ
と
で
あ
り
、
郊
外

化
段
階
に
お
い
て
は
、
よ
り
長
い
距
離
を
速

く
運
ぶ
速
達
性
が
重
視
さ
れ
る
。
郊
外
化
段

階
の
後
半
に
お
い
て
は
、
低
密
な
郊
外
開
発

の
進
行
と
と
も
に
、
移
動
手
段
は
自
家
用
車

へ
と
シ
フ
ト
し
て
ゆ
く
。
そ
の
後
の
逆
都
市

化
段
階
に
お
い
て
は
、
ま
す
ま
す
都
市
の
低

密
な
拡
散
が
進
行
す
る
こ
と
か
ら
、
大
量
輸

送
を
前
提
と
す
る
公
共
交
通
は
衰
退
し
、
自

家
用
車
へ
の
依
存
度
が
高
ま
る
こ
と
に
な
る
。

日
本
の
多
く
の
都
市
は
、
未
だ
こ
の
逆
都
市

化
段
階
（
都
市
衰
退
）
に
あ
え喘
い
で
い
る
が
、

幾
つ
か
の
都
市
は
再
都
市
化
段
階
へ
と
進
も

う
と
し
て
い
る
。
こ
の
第
４
段
階
で
の
モ
ビ

リ
テ
ィ
の
役
割
は
、
郊
外
化
段
階
の
そ
れ
と

は
対
照
的
に
、都
市
の
集
積
核
（Chart 1

中
、

濃
い
グ
リ
ー
ン
の
丸
）
を
短
距
離
か
つ
中
低

速
に
結
ぶ
こ
と
で
あ
る
。

　わ
が
国
の
都
市
交
通
問
題
の
本
質
は
、
端

的
に
言
え
ば
、
我
々
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
コ
ン
セ

プ
ト
が
２
段
階
目
の
郊
外
化
段
階
の
「
長
距

離
を
高
速
に
」
で
立
ち
止
ま
り
、
思
考
停
止

に
陥
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
再
都

市
化
段
階
の
「
短
距
離
を
中
低
速
に
」
へ
と

転
換
、
そ
し
て
進
化
さ
せ
る
こ
と
が
急
務
で

あ
る
。

モ
ビ
リ
テ
ィ
の

変
革
と

そ
の
プ
ロ
セ
ス

　短
距
離
・
中
低
速
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
追
究

し
た
結
果
が
、
欧
州
の
都
市
に
見
ら
れ
る
自

転
車
革
命
で
あ
る
。
ロ
ン
ド
ン
を
例
と
す
れ

ば
、
近
年
、
テ
ム
ズ
川
を
越
え
て
都
心
へ
と

向
か
う
道
路
交
通
に
占
め
る
自
転
車
の
割
合

は
全
車
両
数
の
４
〜
５
割
に
至
っ
て
い
る
。

都
心
と
郊
外
を
結
ぶ
長
距
離
移
動
を
可
能
に

す
る
、12
本
の
連
続
的
な
自
転
車
レ
ー
ン「
サ

イ
ク
ル
ス
ー
パ
ー
ハ
イ
ウ
ェ
イ
」
や
、
大
規

模
な
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
（
街
中
に

自
動
的
な
自
転
車
貸
出
ポ
ー
ト
を
設
置
し
、

利
用
者
が
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
貸
出
お
よ
び

返
却
で
き
る
自
転
車
共
有
シ
ス
テ
ム
）」
の

導
入
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
ロ
ン
ド
ン

の
自
転
車
革
命
の
社
会
的
背
景
は
よ
り
示
唆

に
富
ん
で
い
る
。
２
０
０
２
年
頃
か
ら
の
燃

料
価
格
の
高
騰
、
２
０
０
３
年
の
ロ
ー
ド
プ

ラ
イ
シ
ン
グ
（
渋
滞
緩
和
の
た
め
に
都
心
部

へ
流
入
す
る
自
動
車
に
料
金
を
課
す
制
度
）

の
導
入
、
そ
し
て
２
０
０
５
年
の
地
下
鉄
・

バ
ス
の
爆
破
テ
ロ
と
い
っ
た
一
連
の
社
会
・

経
済
的
要
因
が
、
人
々
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
ニ
ー

ズ
を
自
転
車
へ
と
向
か
わ
せ
た
。
そ
れ
で
は
、

こ
う
し
た
要
因
は
わ
が
国
に
な
か
っ
た
の
だ

ろ
う
か
？

　わ
が
国
が
主
導
し
た
地
球
温
暖

化
防
止
の
京
都
議
定
書
、
世
界
に
類
を
見
な

い
超
高
齢
社
会
、
そ
し
て
２
０
１
１
年
の
東

日
本
大
震
災
。
こ
れ
ら
の
要
因
は
、
ロ
ン
ド

ン
の
そ
れ
を
し
の凌
ぐ
衝
撃
で
あ
り
、
わ
が
国
に

モ
ビ
リ
テ
ィ
の
変
革
を
も
た
ら
し
て
も
お
か

し
く
は
な
か
っ
た
。

　し
か
し
、
残
念
な
が
ら
、
顕
著
な
変
革
の

兆
候
は
未
だ
見
え
な
い
。
一
連
の
衝
撃
を
変

革
に
変
え
る
プ
ロ
セ
ス
を
欠
い
て
い
る
。

人
間
性
が

最
優
先
さ
れ
る

道

　モ
ビ
リ
テ
ィ
の
変
革
は
、
ま
ず
安
全
の
確

保
か
ら
ス
タ
ー
ト
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

た
め
に
は
、
道
路
交
通
に
お
け
る
速
度
と
優

先
順
位
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
徹
底
が
不
可
欠

で
あ
る
。
低
速
化
に
よ
っ
て
人
と
自
動
車
を

モ
ビ
リ
テ
ィ

変
革
で

ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
は

実
現
で
き
る
か

土
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健
司

共
存
さ
せ
る
取
り
組
み
は
、
欧
州
で
は
従
来

よ
り
ゾ
ー
ン
30
（
上
限
30
㎞
／
ｈ
の
速
度
規

制
）
な
ど
の
面
的
速
度
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
見

ら
れ
る
。
近
年
で
は
シ
ェ
ア
ド
ス
ペ
ー
ス
の

よ
う
に
、
道
路
空
間
と
沿
道
空
間
の
適
切
な

デ
ザ
イ
ン
に
よ
っ
て
ド
ラ
イ
バ
ー
の
運
転
挙

動
に
抑
制
的
な
影
響
を
与
え
て
走
行
速
度
を

減
速
さ
せ
、
快
適
な
滞
留
空
間
を
確
保
し
よ

う
と
す
る
試
み
も
見
ら
れ
る
。
シ
ェ
ア
ド
ス

ペ
ー
ス
に
お
い
て
は
道
路
空
間
か
ら
信
号
、

横
断
歩
道
、
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
な
ど
の
表
示

が
取
り
除
か
れ
、
多
様
な
道
路
利
用
者
間
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
任
さ
れ
る
が
、
そ

こ
で
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
車
い

す
・
ベ
ビ
ー
カ
ー＞

歩
行
者＞

自
転
車＞

公

共
交
通＞

ト
ラ
ッ
ク＞

自
家
用
車
と
い
っ
た

優
先
順
位
が
基
本
原
則
と
し
て
確
立
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
弱
者
優
先
お
よ
び
公
共
優
先
の

基
本
原
則
は
、
ゾ
ー
ン
30
に
も
共
通
し
て
い

る
。　ス

ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
が
優
先
さ
れ
る
社
会

と
は
、
人
間
性
が
重
視
さ
れ
る
社
会
で
あ
る
。

わ
が
国
で
は
低
炭
素
社
会
へ
の
対
応
等
か
ら

自
転
車
の
利
用
促
進
が
叫
ば
れ
る
こ
と
が
多

い
が
、
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
優
先
の
背
景
に

は
弱
者
優
先
や
公
共
優
先
の
原
則
が
あ
る
こ

と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
原
則
の
徹

底
が
、
高
齢
者
を
標
準
と
す
る
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
社
会
を
後
押
し
し
、
さ
ら
に
集

約
的
な
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
へ
の
転
換
、
そ

し
て
地
域
公
共
交
通
が
存
続
で
き
、
適
材
適

所
の
手
段
選
択
に
よ
っ
て
全
体
効
率
化
が
図

ら
れ
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
社
会
が
実
現
さ
れ
る
。

わ
が
国
で
は
、
そ
う
し
た
認
識
が
希
薄
な
ま

ま
に
、
自
転
車
な
ど
の
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ

を
交
通
政
策
の
局
所
解
と
し
て
位
置
づ
け
る

傾
向
が
依
然
と
し
て
強
く
、
例
え
ば
自
転
車

専
用
通
行
帯
（
車
道
上
の
自
転
車
レ
ー
ン
）

を
延
ば
す
こ
と
が
自
己
目
的
化
し
て
い
る
ケ

ー
ス
が
散
見
さ
れ
る
。
ゾ
ー
ン
30
の
よ
う
な

面
的
な
速
度
規
制
と
優
先
順
位
の
遵
守
が
徹

底
さ
れ
た
市
街
地
に
お
い
て
は
、
車
両
の
交

錯
す
る
交
差
点
部
を
除
き
、
無
理
に
自
転
車

レ
ー
ン
を
設
置
す
る
必
要
は
な
い
。

新
た
な
価
値
を

生
み
出
す

ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ

　言
う
ま
で
も
な
く
、
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ

と
は
時
間
や
経
済
性
以
外
の
価
値
を
重
視
す

る
も
の
で
あ
る
。
ス
ロ
ー
な
価
値
と
は
、
人

と
人
を
つ
な
ぐ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
価

D
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値
、
人
と
場
所
を
つ
な
ぐ
こ
と
に
よ
る
回
遊

性
の
価
値
、
場
所
性
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

創
造
の
価
値
で
あ
る
。
既
に
市
民
の
足
と
な

っ
て
い
る
自
転
車
に
加
え
、
普
及
が
始
ま
ろ

う
と
し
て
い
る
超
小
型
電
気
自
動
車
や
低
速

電
動
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
な
ど
の
ス
ロ
ー
モ

ビ
リ
テ
ィ
は
、
地
域
に
密
着
し
愛
情
・
愛
着

を
生
み
出
す
感
性
装
置
と
し
て
の
可
能
性
を

大
い
に
有
し
て
い
る
。
文
明
の
利
器
と
し
て

普
遍
性
が
求
め
ら
れ
て
き
た
従
来
の
ク
ル
マ

は
、
場
所
性
や
地
域
性
と
は
無
縁
の
も
の
で

あ
っ
た
。
景
観
や
ま
ち
な
み
と
の
調
和
も
ほ

と
ん
ど
意
識
さ
れ
て
い
な
い
。
一
方
、
感
性

装
置
と
い
え
ど
も
、
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
も

そ
れ
単
体
で
は
そ
の
魅
力
を
発
揮
し
え
な
い
。

　移
動
手
段
の
デ
ザ
イ
ン
、
道
路
や
鉄
軌
道

な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
デ
ザ
イ
ン
、
そ
し
て
沿

道
・
沿
線
の
空
間
デ
ザ
イ
ン
、
こ
れ
ら
を
含

む
ト
ー
タ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
が
モ
ビ
リ
テ
ィ
デ

ザ
イ
ン
で
あ
る
。
今
後
育
っ
て
い
く
新
た
な

ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
が
、
そ
の
新
た
な
社
会

的
価
値
と
デ
ザ
イ
ン
力
に
よ
り
、
イ
ン
フ
ラ

や
空
間
の
変
化
を
も
促
し
な
が
ら
、
一
体
的

な
社
会
装
置
と
な
っ
て
都
市
の
変
革
を
も
た

ら
す
こ
と
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

都市の位相に
合わせて変化する
モビリティ

Chart 1

「運ぶ」から「つなぐ」へ

再都市化（再生期）

移動手段

拡散した都市機能が
再集積し、多核的に
連携

スローモビリティ
（自転車・超小型電気
自動車・低速電動コミュ
ニティバス）

郊外化（壮年期）

移動手段

郊外化が進み、通勤・
通学者を都心へ速く大
量に運ぶ必要性増大

逆都市化（高年期）

移動手段

都市の集積核

郊外

都心の衰退

都市機能都市機能

都市機能

人口移動
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年
生
ま
れ
。
大
阪
大
学
大
学

院
工
学
研
究
科
地
球
総
合
工

学
専
攻
、
教
授
。
専
門
は
、

都
市
交
通
計
画
、
都
市
政
策
、

都
市
デ
ザ
イ
ン
。共
著
に『
都

市
の
地
下
空
間
│
│
開
発
・

利
用
の
技
術
と
制
度
』（
１

９
９
８
年
）『
都
市
の
ク
オ

リ
テ
ィ
・
ス
ト
ッ
ク
』（
２

０
０
９
年
、
と
も
に
鹿
島
出

版
会
）
な
ど
が
あ
る
。

まちなかが衰退

自家用車の普及

都市化（青年期）

移動手段

中心部に都市機能が
一極集中し、混雑や
環境汚染が悪化

鉄道・バス・トラック

公共交通の衰退

ス
ロ
ー
な
ま
ち
づ
く
り
に
は

「
速
い
」交
通
か
ら「
遅
い
」交
通
へ
の
シ
フ
ト
チ
ェン
ジ
が

欠
か
せ
な
い
が
、日
本
の
都
市
交
通
は
、

こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を

描
い
て
い
く
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。

欧
州
が
成
し
得
て
き
た
取
り
組
み
を
指
針
と
し
、

日
本
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
改
革
の
実
現
可
能
性
を
探
る
。

　ス
ロ
ー
は
成
熟
社
会
を
象
徴
す
る
言
葉
で

あ
る
。
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
や
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
な

ど
、
ス
ロ
ー
を
形
容
詞
と
す
る
言
葉
は
日
常

に
浸
透
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
だ
が
、

ス
ロ
ー
な
移
動
を
意
味
す
る
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ

テ
ィ
と
い
う
言
葉
は
ま
だ
ま
だ
ち
ま
た巷
で
は
聞

か
れ
な
い
。
豊
か
さ
の
実
現
に
お
い
て
、
移

動
と
い
う
対
象
は
未
だ
二
の
次
で
し
か
な
い

の
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
移
動
に
関
す
る
市

民
の
関
心
は
決
し
て
低
い
わ
け
で
は
な
い
。

満
員
電
車
の
解
消
や
道
路
の
渋
滞
緩
和
な
ど

は
、
今
日
に
至
る
ま
で
市
民
の
重
要
な
関
心

事
で
あ
る
。
問
題
は
、
移
動
に
関
す
る
我
々

の
視
野
の
狭
さ
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
筆
者

は
移
動
に
対
応
す
る
専
門
用
語
と
し
て
「
モ

ビ
リ
テ
ィ
」
を
用
い
て
い
る
が
、
こ
の
言
葉

は
人
や
社
会
の
可
動
性
、
い
わ
ば
人
の
潜
在

能
力
や
社
会
の
活
力
に
関
わ
る
概
念
で
あ
る
。

場
所
を
つ
な
ぎ
人
や
物
を
運
ぶ
と
い
う
意
味

で
用
い
ら
れ
る
「
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
」
と
は
、

次
元
の
異
な
る
上
位
概
念
で
あ
る
。
ト
ラ
ン

ス
ポ
ー
ト
（transport

）＝
入
力
あ
る
い
は

投
入
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
（m

obility
）＝
出
力

あ
る
い
は
成
果
、
と
い
う
構
図
で
捉
え
れ
ば

分
か
り
や
す
い
。
そ
れ
で
は
改
め
て
、
今
日

な
ぜ
ス
ロ
ー
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
が
求
め
ら
れ
る

の
か
。
ま
た
、
都
市
と
の
関
わ
り
に
お
い
て

ど
の
よ
う
な
可
能
性
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

都
市
の

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
と

思
考
停
止
の

モ
ビ
リ
テ
ィ

　人
と
同
様
に
都
市
は
生
き
物
で
あ
る
。
人

の
一
生
に
な
ぞ
ら準
え
る
な
ら
ば
、
都
市
に
も
少

年
〜
青
年
期（
都
市
化
）、青
年
〜
壮
年
期（
郊

外
化
）、
高
年
期
（
逆
都
市
化
）
が
あ
る
。

そ
し
て
人
生
に
は
な
い
が
、
都
市
に
は
再
生

期
（
再
都
市
化
）
と
い
う
４
つ
目
の
段
階
が

期
待
さ
れ
る
。
都
市
に
お
け
る
モ
ビ
リ
テ
ィ

の
あ
り
方
は
段
階
毎
に
異
な
り
、
都
市
の
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
従
っ
て
そ
の
役
割
は
変
化

す
る
。

　都
市
化
段
階
で
求
め
ら
れ
る
モ
ビ
リ
テ
ィ

は
、
鉄
軌
道
な
ど
の
整
備
に
よ
り
都
心
に
向

け
て
大
量
の
人
を
運
ぶ
こ
と
で
あ
り
、
郊
外

化
段
階
に
お
い
て
は
、
よ
り
長
い
距
離
を
速

く
運
ぶ
速
達
性
が
重
視
さ
れ
る
。
郊
外
化
段

階
の
後
半
に
お
い
て
は
、
低
密
な
郊
外
開
発

の
進
行
と
と
も
に
、
移
動
手
段
は
自
家
用
車

へ
と
シ
フ
ト
し
て
ゆ
く
。
そ
の
後
の
逆
都
市

化
段
階
に
お
い
て
は
、
ま
す
ま
す
都
市
の
低

密
な
拡
散
が
進
行
す
る
こ
と
か
ら
、
大
量
輸

送
を
前
提
と
す
る
公
共
交
通
は
衰
退
し
、
自

家
用
車
へ
の
依
存
度
が
高
ま
る
こ
と
に
な
る
。

日
本
の
多
く
の
都
市
は
、
未
だ
こ
の
逆
都
市

化
段
階
（
都
市
衰
退
）
に
あ
え喘
い
で
い
る
が
、

幾
つ
か
の
都
市
は
再
都
市
化
段
階
へ
と
進
も

う
と
し
て
い
る
。
こ
の
第
４
段
階
で
の
モ
ビ

リ
テ
ィ
の
役
割
は
、
郊
外
化
段
階
の
そ
れ
と

は
対
照
的
に
、都
市
の
集
積
核
（Chart 1

中
、

濃
い
グ
リ
ー
ン
の
丸
）
を
短
距
離
か
つ
中
低

速
に
結
ぶ
こ
と
で
あ
る
。

　わ
が
国
の
都
市
交
通
問
題
の
本
質
は
、
端

的
に
言
え
ば
、
我
々
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
コ
ン
セ

プ
ト
が
２
段
階
目
の
郊
外
化
段
階
の
「
長
距

離
を
高
速
に
」
で
立
ち
止
ま
り
、
思
考
停
止

に
陥
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
再
都

市
化
段
階
の
「
短
距
離
を
中
低
速
に
」
へ
と

転
換
、
そ
し
て
進
化
さ
せ
る
こ
と
が
急
務
で

あ
る
。

モ
ビ
リ
テ
ィ
の

変
革
と

そ
の
プ
ロ
セ
ス

　短
距
離
・
中
低
速
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
追
究

し
た
結
果
が
、
欧
州
の
都
市
に
見
ら
れ
る
自

転
車
革
命
で
あ
る
。
ロ
ン
ド
ン
を
例
と
す
れ

ば
、
近
年
、
テ
ム
ズ
川
を
越
え
て
都
心
へ
と

向
か
う
道
路
交
通
に
占
め
る
自
転
車
の
割
合

は
全
車
両
数
の
４
〜
５
割
に
至
っ
て
い
る
。

都
心
と
郊
外
を
結
ぶ
長
距
離
移
動
を
可
能
に

す
る
、12
本
の
連
続
的
な
自
転
車
レ
ー
ン「
サ

イ
ク
ル
ス
ー
パ
ー
ハ
イ
ウ
ェ
イ
」
や
、
大
規

模
な
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
（
街
中
に

自
動
的
な
自
転
車
貸
出
ポ
ー
ト
を
設
置
し
、

利
用
者
が
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
貸
出
お
よ
び

返
却
で
き
る
自
転
車
共
有
シ
ス
テ
ム
）」
の

導
入
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
ロ
ン
ド
ン

の
自
転
車
革
命
の
社
会
的
背
景
は
よ
り
示
唆

に
富
ん
で
い
る
。
２
０
０
２
年
頃
か
ら
の
燃

料
価
格
の
高
騰
、
２
０
０
３
年
の
ロ
ー
ド
プ

ラ
イ
シ
ン
グ
（
渋
滞
緩
和
の
た
め
に
都
心
部

へ
流
入
す
る
自
動
車
に
料
金
を
課
す
制
度
）

の
導
入
、
そ
し
て
２
０
０
５
年
の
地
下
鉄
・

バ
ス
の
爆
破
テ
ロ
と
い
っ
た
一
連
の
社
会
・

経
済
的
要
因
が
、
人
々
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
ニ
ー

ズ
を
自
転
車
へ
と
向
か
わ
せ
た
。
そ
れ
で
は
、

こ
う
し
た
要
因
は
わ
が
国
に
な
か
っ
た
の
だ

ろ
う
か
？

　わ
が
国
が
主
導
し
た
地
球
温
暖

化
防
止
の
京
都
議
定
書
、
世
界
に
類
を
見
な

い
超
高
齢
社
会
、
そ
し
て
２
０
１
１
年
の
東

日
本
大
震
災
。
こ
れ
ら
の
要
因
は
、
ロ
ン
ド

ン
の
そ
れ
を
し
の凌
ぐ
衝
撃
で
あ
り
、
わ
が
国
に

モ
ビ
リ
テ
ィ
の
変
革
を
も
た
ら
し
て
も
お
か

し
く
は
な
か
っ
た
。

　し
か
し
、
残
念
な
が
ら
、
顕
著
な
変
革
の

兆
候
は
未
だ
見
え
な
い
。
一
連
の
衝
撃
を
変

革
に
変
え
る
プ
ロ
セ
ス
を
欠
い
て
い
る
。

人
間
性
が

最
優
先
さ
れ
る

道

　モ
ビ
リ
テ
ィ
の
変
革
は
、
ま
ず
安
全
の
確

保
か
ら
ス
タ
ー
ト
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

た
め
に
は
、
道
路
交
通
に
お
け
る
速
度
と
優

先
順
位
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
徹
底
が
不
可
欠

で
あ
る
。
低
速
化
に
よ
っ
て
人
と
自
動
車
を

モ
ビ
リ
テ
ィ

変
革
で

ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
は

実
現
で
き
る
か

土
井 

健
司

共
存
さ
せ
る
取
り
組
み
は
、
欧
州
で
は
従
来

よ
り
ゾ
ー
ン
30
（
上
限
30
㎞
／
ｈ
の
速
度
規

制
）
な
ど
の
面
的
速
度
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
見

ら
れ
る
。
近
年
で
は
シ
ェ
ア
ド
ス
ペ
ー
ス
の

よ
う
に
、
道
路
空
間
と
沿
道
空
間
の
適
切
な

デ
ザ
イ
ン
に
よ
っ
て
ド
ラ
イ
バ
ー
の
運
転
挙

動
に
抑
制
的
な
影
響
を
与
え
て
走
行
速
度
を

減
速
さ
せ
、
快
適
な
滞
留
空
間
を
確
保
し
よ

う
と
す
る
試
み
も
見
ら
れ
る
。
シ
ェ
ア
ド
ス

ペ
ー
ス
に
お
い
て
は
道
路
空
間
か
ら
信
号
、

横
断
歩
道
、
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
な
ど
の
表
示

が
取
り
除
か
れ
、
多
様
な
道
路
利
用
者
間
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
任
さ
れ
る
が
、
そ

こ
で
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
車
い

す
・
ベ
ビ
ー
カ
ー＞

歩
行
者＞

自
転
車＞

公

共
交
通＞

ト
ラ
ッ
ク＞

自
家
用
車
と
い
っ
た

優
先
順
位
が
基
本
原
則
と
し
て
確
立
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
弱
者
優
先
お
よ
び
公
共
優
先
の

基
本
原
則
は
、
ゾ
ー
ン
30
に
も
共
通
し
て
い

る
。　ス

ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
が
優
先
さ
れ
る
社
会

と
は
、
人
間
性
が
重
視
さ
れ
る
社
会
で
あ
る
。

わ
が
国
で
は
低
炭
素
社
会
へ
の
対
応
等
か
ら

自
転
車
の
利
用
促
進
が
叫
ば
れ
る
こ
と
が
多

い
が
、
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
優
先
の
背
景
に

は
弱
者
優
先
や
公
共
優
先
の
原
則
が
あ
る
こ

と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
原
則
の
徹

底
が
、
高
齢
者
を
標
準
と
す
る
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
社
会
を
後
押
し
し
、
さ
ら
に
集

約
的
な
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
へ
の
転
換
、
そ

し
て
地
域
公
共
交
通
が
存
続
で
き
、
適
材
適

所
の
手
段
選
択
に
よ
っ
て
全
体
効
率
化
が
図

ら
れ
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
社
会
が
実
現
さ
れ
る
。

わ
が
国
で
は
、
そ
う
し
た
認
識
が
希
薄
な
ま

ま
に
、
自
転
車
な
ど
の
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ

を
交
通
政
策
の
局
所
解
と
し
て
位
置
づ
け
る

傾
向
が
依
然
と
し
て
強
く
、
例
え
ば
自
転
車

専
用
通
行
帯
（
車
道
上
の
自
転
車
レ
ー
ン
）

を
延
ば
す
こ
と
が
自
己
目
的
化
し
て
い
る
ケ

ー
ス
が
散
見
さ
れ
る
。
ゾ
ー
ン
30
の
よ
う
な

面
的
な
速
度
規
制
と
優
先
順
位
の
遵
守
が
徹

底
さ
れ
た
市
街
地
に
お
い
て
は
、
車
両
の
交

錯
す
る
交
差
点
部
を
除
き
、
無
理
に
自
転
車

レ
ー
ン
を
設
置
す
る
必
要
は
な
い
。

新
た
な
価
値
を

生
み
出
す

ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ

　言
う
ま
で
も
な
く
、
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ

と
は
時
間
や
経
済
性
以
外
の
価
値
を
重
視
す

る
も
の
で
あ
る
。
ス
ロ
ー
な
価
値
と
は
、
人

と
人
を
つ
な
ぐ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
価

D
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値
、
人
と
場
所
を
つ
な
ぐ
こ
と
に
よ
る
回
遊

性
の
価
値
、
場
所
性
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

創
造
の
価
値
で
あ
る
。
既
に
市
民
の
足
と
な

っ
て
い
る
自
転
車
に
加
え
、
普
及
が
始
ま
ろ

う
と
し
て
い
る
超
小
型
電
気
自
動
車
や
低
速

電
動
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
な
ど
の
ス
ロ
ー
モ

ビ
リ
テ
ィ
は
、
地
域
に
密
着
し
愛
情
・
愛
着

を
生
み
出
す
感
性
装
置
と
し
て
の
可
能
性
を

大
い
に
有
し
て
い
る
。
文
明
の
利
器
と
し
て

普
遍
性
が
求
め
ら
れ
て
き
た
従
来
の
ク
ル
マ

は
、
場
所
性
や
地
域
性
と
は
無
縁
の
も
の
で

あ
っ
た
。
景
観
や
ま
ち
な
み
と
の
調
和
も
ほ

と
ん
ど
意
識
さ
れ
て
い
な
い
。
一
方
、
感
性

装
置
と
い
え
ど
も
、
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
も

そ
れ
単
体
で
は
そ
の
魅
力
を
発
揮
し
え
な
い
。

　移
動
手
段
の
デ
ザ
イ
ン
、
道
路
や
鉄
軌
道

な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
デ
ザ
イ
ン
、
そ
し
て
沿

道
・
沿
線
の
空
間
デ
ザ
イ
ン
、
こ
れ
ら
を
含

む
ト
ー
タ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
が
モ
ビ
リ
テ
ィ
デ

ザ
イ
ン
で
あ
る
。
今
後
育
っ
て
い
く
新
た
な

ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
が
、
そ
の
新
た
な
社
会

的
価
値
と
デ
ザ
イ
ン
力
に
よ
り
、
イ
ン
フ
ラ

や
空
間
の
変
化
を
も
促
し
な
が
ら
、
一
体
的

な
社
会
装
置
と
な
っ
て
都
市
の
変
革
を
も
た

ら
す
こ
と
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

都市の位相に
合わせて変化する
モビリティ

Chart 1

「運ぶ」から「つなぐ」へ

再都市化（再生期）

移動手段

拡散した都市機能が
再集積し、多核的に
連携

スローモビリティ
（自転車・超小型電気
自動車・低速電動コミュ
ニティバス）

郊外化（壮年期）

移動手段

郊外化が進み、通勤・
通学者を都心へ速く大
量に運ぶ必要性増大

逆都市化（高年期）

移動手段

都市の集積核

郊外

都心の衰退

都市機能都市機能

都市機能

人口移動

32CEL November 201333 CEL November 2013

特
集
／
ス
ロ
ー
な
ま
ち
暮
ら
し
／
6

Slow
Living
City

6Chapter

Special Feature

ど
い
・
け
ん
じ
／
1
9
6
0

年
生
ま
れ
。
大
阪
大
学
大
学

院
工
学
研
究
科
地
球
総
合
工

学
専
攻
、
教
授
。
専
門
は
、

都
市
交
通
計
画
、
都
市
政
策
、

都
市
デ
ザ
イ
ン
。共
著
に『
都

市
の
地
下
空
間
│
│
開
発
・

利
用
の
技
術
と
制
度
』（
１

９
９
８
年
）『
都
市
の
ク
オ

リ
テ
ィ
・
ス
ト
ッ
ク
』（
２

０
０
９
年
、
と
も
に
鹿
島
出

版
会
）
な
ど
が
あ
る
。

まちなかが衰退

自家用車の普及

都市化（青年期）

移動手段

中心部に都市機能が
一極集中し、混雑や
環境汚染が悪化

鉄道・バス・トラック

公共交通の衰退



　ス
ロ
ー
は
成
熟
社
会
を
象
徴
す
る
言
葉
で

あ
る
。
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
や
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
な

ど
、
ス
ロ
ー
を
形
容
詞
と
す
る
言
葉
は
日
常

に
浸
透
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
だ
が
、

ス
ロ
ー
な
移
動
を
意
味
す
る
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ

テ
ィ
と
い
う
言
葉
は
ま
だ
ま
だ
ち
ま
た巷
で
は
聞

か
れ
な
い
。
豊
か
さ
の
実
現
に
お
い
て
、
移

動
と
い
う
対
象
は
未
だ
二
の
次
で
し
か
な
い

の
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
移
動
に
関
す
る
市

民
の
関
心
は
決
し
て
低
い
わ
け
で
は
な
い
。

満
員
電
車
の
解
消
や
道
路
の
渋
滞
緩
和
な
ど

は
、
今
日
に
至
る
ま
で
市
民
の
重
要
な
関
心

事
で
あ
る
。
問
題
は
、
移
動
に
関
す
る
我
々

の
視
野
の
狭
さ
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
筆
者

は
移
動
に
対
応
す
る
専
門
用
語
と
し
て
「
モ

ビ
リ
テ
ィ
」
を
用
い
て
い
る
が
、
こ
の
言
葉

は
人
や
社
会
の
可
動
性
、
い
わ
ば
人
の
潜
在

能
力
や
社
会
の
活
力
に
関
わ
る
概
念
で
あ
る
。

場
所
を
つ
な
ぎ
人
や
物
を
運
ぶ
と
い
う
意
味

で
用
い
ら
れ
る
「
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
」
と
は
、

次
元
の
異
な
る
上
位
概
念
で
あ
る
。
ト
ラ
ン

ス
ポ
ー
ト
（transport

）＝
入
力
あ
る
い
は

投
入
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
（m

obility

）＝
出
力

あ
る
い
は
成
果
、
と
い
う
構
図
で
捉
え
れ
ば

分
か
り
や
す
い
。
そ
れ
で
は
改
め
て
、
今
日

な
ぜ
ス
ロ
ー
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
が
求
め
ら
れ
る

の
か
。
ま
た
、
都
市
と
の
関
わ
り
に
お
い
て

ど
の
よ
う
な
可
能
性
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

都
市
の

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
と

思
考
停
止
の

モ
ビ
リ
テ
ィ

　人
と
同
様
に
都
市
は
生
き
物
で
あ
る
。
人

の
一
生
に
な
ぞ
ら準
え
る
な
ら
ば
、
都
市
に
も
少

年
〜
青
年
期（
都
市
化
）、青
年
〜
壮
年
期（
郊

外
化
）、
高
年
期
（
逆
都
市
化
）
が
あ
る
。

そ
し
て
人
生
に
は
な
い
が
、
都
市
に
は
再
生

期
（
再
都
市
化
）
と
い
う
４
つ
目
の
段
階
が

期
待
さ
れ
る
。
都
市
に
お
け
る
モ
ビ
リ
テ
ィ

の
あ
り
方
は
段
階
毎
に
異
な
り
、
都
市
の
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
従
っ
て
そ
の
役
割
は
変
化

す
る
。

　都
市
化
段
階
で
求
め
ら
れ
る
モ
ビ
リ
テ
ィ

は
、
鉄
軌
道
な
ど
の
整
備
に
よ
り
都
心
に
向

け
て
大
量
の
人
を
運
ぶ
こ
と
で
あ
り
、
郊
外

化
段
階
に
お
い
て
は
、
よ
り
長
い
距
離
を
速

く
運
ぶ
速
達
性
が
重
視
さ
れ
る
。
郊
外
化
段

階
の
後
半
に
お
い
て
は
、
低
密
な
郊
外
開
発

の
進
行
と
と
も
に
、
移
動
手
段
は
自
家
用
車

へ
と
シ
フ
ト
し
て
ゆ
く
。
そ
の
後
の
逆
都
市

化
段
階
に
お
い
て
は
、
ま
す
ま
す
都
市
の
低

密
な
拡
散
が
進
行
す
る
こ
と
か
ら
、
大
量
輸

送
を
前
提
と
す
る
公
共
交
通
は
衰
退
し
、
自

家
用
車
へ
の
依
存
度
が
高
ま
る
こ
と
に
な
る
。

日
本
の
多
く
の
都
市
は
、
未
だ
こ
の
逆
都
市

化
段
階
（
都
市
衰
退
）
に
あ
え喘
い
で
い
る
が
、

幾
つ
か
の
都
市
は
再
都
市
化
段
階
へ
と
進
も

う
と
し
て
い
る
。
こ
の
第
４
段
階
で
の
モ
ビ

リ
テ
ィ
の
役
割
は
、
郊
外
化
段
階
の
そ
れ
と

は
対
照
的
に
、都
市
の
集
積
核
（Chart 1

中
、

濃
い
グ
リ
ー
ン
の
丸
）
を
短
距
離
か
つ
中
低

速
に
結
ぶ
こ
と
で
あ
る
。

　わ
が
国
の
都
市
交
通
問
題
の
本
質
は
、
端

的
に
言
え
ば
、
我
々
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
コ
ン
セ

プ
ト
が
２
段
階
目
の
郊
外
化
段
階
の
「
長
距

離
を
高
速
に
」
で
立
ち
止
ま
り
、
思
考
停
止

に
陥
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
再
都

市
化
段
階
の
「
短
距
離
を
中
低
速
に
」
へ
と

転
換
、
そ
し
て
進
化
さ
せ
る
こ
と
が
急
務
で

あ
る
。

モ
ビ
リ
テ
ィ
の

変
革
と

そ
の
プ
ロ
セ
ス

　短
距
離
・
中
低
速
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
追
究

し
た
結
果
が
、
欧
州
の
都
市
に
見
ら
れ
る
自

転
車
革
命
で
あ
る
。
ロ
ン
ド
ン
を
例
と
す
れ

ば
、
近
年
、
テ
ム
ズ
川
を
越
え
て
都
心
へ
と

向
か
う
道
路
交
通
に
占
め
る
自
転
車
の
割
合

は
全
車
両
数
の
４
〜
５
割
に
至
っ
て
い
る
。

都
心
と
郊
外
を
結
ぶ
長
距
離
移
動
を
可
能
に

す
る
、12
本
の
連
続
的
な
自
転
車
レ
ー
ン「
サ

イ
ク
ル
ス
ー
パ
ー
ハ
イ
ウ
ェ
イ
」
や
、
大
規

模
な
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
（
街
中
に

自
動
的
な
自
転
車
貸
出
ポ
ー
ト
を
設
置
し
、

利
用
者
が
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
貸
出
お
よ
び

返
却
で
き
る
自
転
車
共
有
シ
ス
テ
ム
）」
の

導
入
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
ロ
ン
ド
ン

の
自
転
車
革
命
の
社
会
的
背
景
は
よ
り
示
唆

に
富
ん
で
い
る
。
２
０
０
２
年
頃
か
ら
の
燃

料
価
格
の
高
騰
、
２
０
０
３
年
の
ロ
ー
ド
プ

ラ
イ
シ
ン
グ
（
渋
滞
緩
和
の
た
め
に
都
心
部

へ
流
入
す
る
自
動
車
に
料
金
を
課
す
制
度
）

の
導
入
、
そ
し
て
２
０
０
５
年
の
地
下
鉄
・

バ
ス
の
爆
破
テ
ロ
と
い
っ
た
一
連
の
社
会
・

経
済
的
要
因
が
、
人
々
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
ニ
ー

ズ
を
自
転
車
へ
と
向
か
わ
せ
た
。
そ
れ
で
は
、

こ
う
し
た
要
因
は
わ
が
国
に
な
か
っ
た
の
だ

ろ
う
か
？

　わ
が
国
が
主
導
し
た
地
球
温
暖

化
防
止
の
京
都
議
定
書
、
世
界
に
類
を
見
な

い
超
高
齢
社
会
、
そ
し
て
２
０
１
１
年
の
東

日
本
大
震
災
。
こ
れ
ら
の
要
因
は
、
ロ
ン
ド

ン
の
そ
れ
を
し
の凌
ぐ
衝
撃
で
あ
り
、
わ
が
国
に

モ
ビ
リ
テ
ィ
の
変
革
を
も
た
ら
し
て
も
お
か

し
く
は
な
か
っ
た
。

　し
か
し
、
残
念
な
が
ら
、
顕
著
な
変
革
の

兆
候
は
未
だ
見
え
な
い
。
一
連
の
衝
撃
を
変

革
に
変
え
る
プ
ロ
セ
ス
を
欠
い
て
い
る
。

人
間
性
が

最
優
先
さ
れ
る

道

　モ
ビ
リ
テ
ィ
の
変
革
は
、
ま
ず
安
全
の
確

保
か
ら
ス
タ
ー
ト
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

た
め
に
は
、
道
路
交
通
に
お
け
る
速
度
と
優

先
順
位
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
徹
底
が
不
可
欠

で
あ
る
。
低
速
化
に
よ
っ
て
人
と
自
動
車
を

共
存
さ
せ
る
取
り
組
み
は
、
欧
州
で
は
従
来

よ
り
ゾ
ー
ン
30
（
上
限
30
㎞
／
ｈ
の
速
度
規

制
）
な
ど
の
面
的
速
度
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
見

ら
れ
る
。
近
年
で
は
シ
ェ
ア
ド
ス
ペ
ー
ス
の

よ
う
に
、
道
路
空
間
と
沿
道
空
間
の
適
切
な

デ
ザ
イ
ン
に
よ
っ
て
ド
ラ
イ
バ
ー
の
運
転
挙

動
に
抑
制
的
な
影
響
を
与
え
て
走
行
速
度
を

減
速
さ
せ
、
快
適
な
滞
留
空
間
を
確
保
し
よ

う
と
す
る
試
み
も
見
ら
れ
る
。
シ
ェ
ア
ド
ス

ペ
ー
ス
に
お
い
て
は
道
路
空
間
か
ら
信
号
、

横
断
歩
道
、
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
な
ど
の
表
示

が
取
り
除
か
れ
、
多
様
な
道
路
利
用
者
間
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
任
さ
れ
る
が
、
そ

こ
で
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
車
い

す
・
ベ
ビ
ー
カ
ー＞

歩
行
者＞

自
転
車＞

公

共
交
通＞
ト
ラ
ッ
ク＞

自
家
用
車
と
い
っ
た

優
先
順
位
が
基
本
原
則
と
し
て
確
立
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
弱
者
優
先
お
よ
び
公
共
優
先
の

基
本
原
則
は
、
ゾ
ー
ン
30
に
も
共
通
し
て
い

る
。　ス

ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
が
優
先
さ
れ
る
社
会

と
は
、
人
間
性
が
重
視
さ
れ
る
社
会
で
あ
る
。

わ
が
国
で
は
低
炭
素
社
会
へ
の
対
応
等
か
ら

自
転
車
の
利
用
促
進
が
叫
ば
れ
る
こ
と
が
多

い
が
、
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
優
先
の
背
景
に

は
弱
者
優
先
や
公
共
優
先
の
原
則
が
あ
る
こ

と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
原
則
の
徹

底
が
、
高
齢
者
を
標
準
と
す
る
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
社
会
を
後
押
し
し
、
さ
ら
に
集

約
的
な
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
へ
の
転
換
、
そ

し
て
地
域
公
共
交
通
が
存
続
で
き
、
適
材
適

所
の
手
段
選
択
に
よ
っ
て
全
体
効
率
化
が
図

ら
れ
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
社
会
が
実
現
さ
れ
る
。

わ
が
国
で
は
、
そ
う
し
た
認
識
が
希
薄
な
ま

ま
に
、
自
転
車
な
ど
の
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ

を
交
通
政
策
の
局
所
解
と
し
て
位
置
づ
け
る

傾
向
が
依
然
と
し
て
強
く
、
例
え
ば
自
転
車

専
用
通
行
帯
（
車
道
上
の
自
転
車
レ
ー
ン
）

を
延
ば
す
こ
と
が
自
己
目
的
化
し
て
い
る
ケ

ー
ス
が
散
見
さ
れ
る
。
ゾ
ー
ン
30
の
よ
う
な

面
的
な
速
度
規
制
と
優
先
順
位
の
遵
守
が
徹

底
さ
れ
た
市
街
地
に
お
い
て
は
、
車
両
の
交

錯
す
る
交
差
点
部
を
除
き
、
無
理
に
自
転
車

レ
ー
ン
を
設
置
す
る
必
要
は
な
い
。

新
た
な
価
値
を

生
み
出
す

ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ

　言
う
ま
で
も
な
く
、
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ

と
は
時
間
や
経
済
性
以
外
の
価
値
を
重
視
す

る
も
の
で
あ
る
。
ス
ロ
ー
な
価
値
と
は
、
人

と
人
を
つ
な
ぐ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
価

値
、
人
と
場
所
を
つ
な
ぐ
こ
と
に
よ
る
回
遊

性
の
価
値
、
場
所
性
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

創
造
の
価
値
で
あ
る
。
既
に
市
民
の
足
と
な

っ
て
い
る
自
転
車
に
加
え
、
普
及
が
始
ま
ろ

う
と
し
て
い
る
超
小
型
電
気
自
動
車
や
低
速

電
動
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
な
ど
の
ス
ロ
ー
モ

ビ
リ
テ
ィ
は
、
地
域
に
密
着
し
愛
情
・
愛
着

を
生
み
出
す
感
性
装
置
と
し
て
の
可
能
性
を

大
い
に
有
し
て
い
る
。
文
明
の
利
器
と
し
て

普
遍
性
が
求
め
ら
れ
て
き
た
従
来
の
ク
ル
マ

は
、
場
所
性
や
地
域
性
と
は
無
縁
の
も
の
で

あ
っ
た
。
景
観
や
ま
ち
な
み
と
の
調
和
も
ほ

と
ん
ど
意
識
さ
れ
て
い
な
い
。
一
方
、
感
性

装
置
と
い
え
ど
も
、
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
も

そ
れ
単
体
で
は
そ
の
魅
力
を
発
揮
し
え
な
い
。

　移
動
手
段
の
デ
ザ
イ
ン
、
道
路
や
鉄
軌
道

な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
デ
ザ
イ
ン
、
そ
し
て
沿

道
・
沿
線
の
空
間
デ
ザ
イ
ン
、
こ
れ
ら
を
含

む
ト
ー
タ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
が
モ
ビ
リ
テ
ィ
デ

ザ
イ
ン
で
あ
る
。
今
後
育
っ
て
い
く
新
た
な

ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
が
、
そ
の
新
た
な
社
会

的
価
値
と
デ
ザ
イ
ン
力
に
よ
り
、
イ
ン
フ
ラ

や
空
間
の
変
化
を
も
促
し
な
が
ら
、
一
体
的

な
社
会
装
置
と
な
っ
て
都
市
の
変
革
を
も
た

ら
す
こ
と
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

既に販売されている「コム
ス」に続き、トヨタが2013
年のジュネーブモーターシ
ョーに出展した超小型EV

「i-ROAD」は、2人 乗 り で
最高速度は45㎞/h。洗練さ
れたデザインと、鮮やかな
コーナリング、駐車しやす
い小さなボディで注目を集
めた。法整備が整う2015年
以降は、日本でも国土交通
省と自治体の連携で超小型
モビリティの実証実験が全
国で展開される予定で、こ
んなクールでスローな乗り
物がまちの景色を変える日
も近い。

進化系
スロー
モビリティ

超小型
電気
自動車

Case study

4

Micro Electric Vehicle

時速20㎞で宇奈月（富山県
黒部市）の温泉街をのんび
りと走る低速電動コミュニ
ティバス「eCom-8®」は、子
どもやお年寄りや観光客、
そして環境にやさしく、地
域交通のこれからの在り方
を示唆する。バッテリーの
約半分の電力を屋根の太陽
光パネルが補い、エアコン
はなし。ベンチシートに揺
られゆっくりと景色を見な
がら、知らない者同士でお
しゃべりを楽しみ、降りた
いところで降りられる。ま
さに「スロー」を体現した
乗り物だ。

まちと人に
寄り添って
進む

低速電動
コミュニティ
バス

Case study

3

Community Bus

欧州では、1970年代から交
通静穏化の動きが活発化し、
90年代には「ゾーン30」──
幹線道路（50㎞/h、100㎞/h）
に対し一定のエリアを面的
に30㎞/hで規制した生活道
路──が各国で運用された。
写真はドイツの事例。また、
近年は、道路から信号、標識、
横断歩道などの表示を取り
除いた「シェアドスペース」
の試みも増えている。この
空間では、安全性を確保す
るために、利用者の自律性
とコミュニケーションが常
に試される。

ヒトと
クルマが
共存する道

ゾーン30／
シェアド
スペース

Case study

2

Zone 30 / Shared Space

ロンドン市内中心部と郊外
を結び、自転車での安全な
長距離移動を可能にした「バ
ークレイズサイクルスーパ
ーハイウェイ」。青く塗った
専用レーンとともに、現在
地・目的地までの所要時間・
別の専用道路との接続を示
したサインが各所に立ち、
ふんだんな駐輪場と乗り降
り自由な自転車貸出ポート

（写真）もまちじゅうに設置
され、利用者の利便性を高
めている。これにより自転
車人口が劇的に増加し、朝
の通勤風景がすっかり変化
した。

ロンドンの
まちを変えた
新たな革命

サイクル
スーパー
ハイウェイ

Case study

1

Cycle Super Highway

ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
で
ま
ち
が
変
わ
る
│
│
内
外
の
試
み

34CEL November 201335 CEL November 2013

※指定外全てデータ参照。
※phはすべてアタリです。本画像にサシカエてください。

　ス
ロ
ー
は
成
熟
社
会
を
象
徴
す
る
言
葉
で

あ
る
。
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
や
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
な

ど
、
ス
ロ
ー
を
形
容
詞
と
す
る
言
葉
は
日
常

に
浸
透
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
だ
が
、

ス
ロ
ー
な
移
動
を
意
味
す
る
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ

テ
ィ
と
い
う
言
葉
は
ま
だ
ま
だ
ち
ま
た巷
で
は
聞

か
れ
な
い
。
豊
か
さ
の
実
現
に
お
い
て
、
移

動
と
い
う
対
象
は
未
だ
二
の
次
で
し
か
な
い

の
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
移
動
に
関
す
る
市

民
の
関
心
は
決
し
て
低
い
わ
け
で
は
な
い
。

満
員
電
車
の
解
消
や
道
路
の
渋
滞
緩
和
な
ど

は
、
今
日
に
至
る
ま
で
市
民
の
重
要
な
関
心

事
で
あ
る
。
問
題
は
、
移
動
に
関
す
る
我
々

の
視
野
の
狭
さ
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
筆
者

は
移
動
に
対
応
す
る
専
門
用
語
と
し
て
「
モ

ビ
リ
テ
ィ
」
を
用
い
て
い
る
が
、
こ
の
言
葉

は
人
や
社
会
の
可
動
性
、
い
わ
ば
人
の
潜
在

能
力
や
社
会
の
活
力
に
関
わ
る
概
念
で
あ
る
。

場
所
を
つ
な
ぎ
人
や
物
を
運
ぶ
と
い
う
意
味

で
用
い
ら
れ
る
「
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
」
と
は
、

次
元
の
異
な
る
上
位
概
念
で
あ
る
。
ト
ラ
ン

ス
ポ
ー
ト
（transport

）＝
入
力
あ
る
い
は

投
入
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
（m

obility

）＝
出
力

あ
る
い
は
成
果
、
と
い
う
構
図
で
捉
え
れ
ば

分
か
り
や
す
い
。
そ
れ
で
は
改
め
て
、
今
日

な
ぜ
ス
ロ
ー
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
が
求
め
ら
れ
る

の
か
。
ま
た
、
都
市
と
の
関
わ
り
に
お
い
て

ど
の
よ
う
な
可
能
性
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

都
市
の

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
と

思
考
停
止
の

モ
ビ
リ
テ
ィ

　人
と
同
様
に
都
市
は
生
き
物
で
あ
る
。
人

の
一
生
に
な
ぞ
ら準
え
る
な
ら
ば
、
都
市
に
も
少

年
〜
青
年
期（
都
市
化
）、青
年
〜
壮
年
期（
郊

外
化
）、
高
年
期
（
逆
都
市
化
）
が
あ
る
。

そ
し
て
人
生
に
は
な
い
が
、
都
市
に
は
再
生

期
（
再
都
市
化
）
と
い
う
４
つ
目
の
段
階
が

期
待
さ
れ
る
。
都
市
に
お
け
る
モ
ビ
リ
テ
ィ

の
あ
り
方
は
段
階
毎
に
異
な
り
、
都
市
の
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
従
っ
て
そ
の
役
割
は
変
化

す
る
。

　都
市
化
段
階
で
求
め
ら
れ
る
モ
ビ
リ
テ
ィ

は
、
鉄
軌
道
な
ど
の
整
備
に
よ
り
都
心
に
向

け
て
大
量
の
人
を
運
ぶ
こ
と
で
あ
り
、
郊
外

化
段
階
に
お
い
て
は
、
よ
り
長
い
距
離
を
速

く
運
ぶ
速
達
性
が
重
視
さ
れ
る
。
郊
外
化
段

階
の
後
半
に
お
い
て
は
、
低
密
な
郊
外
開
発

の
進
行
と
と
も
に
、
移
動
手
段
は
自
家
用
車

へ
と
シ
フ
ト
し
て
ゆ
く
。
そ
の
後
の
逆
都
市

化
段
階
に
お
い
て
は
、
ま
す
ま
す
都
市
の
低

密
な
拡
散
が
進
行
す
る
こ
と
か
ら
、
大
量
輸

送
を
前
提
と
す
る
公
共
交
通
は
衰
退
し
、
自

家
用
車
へ
の
依
存
度
が
高
ま
る
こ
と
に
な
る
。

日
本
の
多
く
の
都
市
は
、
未
だ
こ
の
逆
都
市

化
段
階
（
都
市
衰
退
）
に
あ
え喘
い
で
い
る
が
、

幾
つ
か
の
都
市
は
再
都
市
化
段
階
へ
と
進
も

う
と
し
て
い
る
。
こ
の
第
４
段
階
で
の
モ
ビ

リ
テ
ィ
の
役
割
は
、
郊
外
化
段
階
の
そ
れ
と

は
対
照
的
に
、都
市
の
集
積
核
（Chart 1

中
、

濃
い
グ
リ
ー
ン
の
丸
）
を
短
距
離
か
つ
中
低

速
に
結
ぶ
こ
と
で
あ
る
。

　わ
が
国
の
都
市
交
通
問
題
の
本
質
は
、
端

的
に
言
え
ば
、
我
々
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
コ
ン
セ

プ
ト
が
２
段
階
目
の
郊
外
化
段
階
の
「
長
距

離
を
高
速
に
」
で
立
ち
止
ま
り
、
思
考
停
止

に
陥
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
再
都

市
化
段
階
の
「
短
距
離
を
中
低
速
に
」
へ
と

転
換
、
そ
し
て
進
化
さ
せ
る
こ
と
が
急
務
で

あ
る
。

モ
ビ
リ
テ
ィ
の

変
革
と

そ
の
プ
ロ
セ
ス

　短
距
離
・
中
低
速
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
追
究

し
た
結
果
が
、
欧
州
の
都
市
に
見
ら
れ
る
自

転
車
革
命
で
あ
る
。
ロ
ン
ド
ン
を
例
と
す
れ

ば
、
近
年
、
テ
ム
ズ
川
を
越
え
て
都
心
へ
と

向
か
う
道
路
交
通
に
占
め
る
自
転
車
の
割
合

は
全
車
両
数
の
４
〜
５
割
に
至
っ
て
い
る
。

都
心
と
郊
外
を
結
ぶ
長
距
離
移
動
を
可
能
に

す
る
、12
本
の
連
続
的
な
自
転
車
レ
ー
ン「
サ

イ
ク
ル
ス
ー
パ
ー
ハ
イ
ウ
ェ
イ
」
や
、
大
規

模
な
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
（
街
中
に

自
動
的
な
自
転
車
貸
出
ポ
ー
ト
を
設
置
し
、

利
用
者
が
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
貸
出
お
よ
び

返
却
で
き
る
自
転
車
共
有
シ
ス
テ
ム
）」
の

導
入
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
ロ
ン
ド
ン

の
自
転
車
革
命
の
社
会
的
背
景
は
よ
り
示
唆

に
富
ん
で
い
る
。
２
０
０
２
年
頃
か
ら
の
燃

料
価
格
の
高
騰
、
２
０
０
３
年
の
ロ
ー
ド
プ

ラ
イ
シ
ン
グ
（
渋
滞
緩
和
の
た
め
に
都
心
部

へ
流
入
す
る
自
動
車
に
料
金
を
課
す
制
度
）

の
導
入
、
そ
し
て
２
０
０
５
年
の
地
下
鉄
・

バ
ス
の
爆
破
テ
ロ
と
い
っ
た
一
連
の
社
会
・

経
済
的
要
因
が
、
人
々
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
ニ
ー

ズ
を
自
転
車
へ
と
向
か
わ
せ
た
。
そ
れ
で
は
、

こ
う
し
た
要
因
は
わ
が
国
に
な
か
っ
た
の
だ

ろ
う
か
？

　わ
が
国
が
主
導
し
た
地
球
温
暖

化
防
止
の
京
都
議
定
書
、
世
界
に
類
を
見
な

い
超
高
齢
社
会
、
そ
し
て
２
０
１
１
年
の
東

日
本
大
震
災
。
こ
れ
ら
の
要
因
は
、
ロ
ン
ド

ン
の
そ
れ
を
し
の凌
ぐ
衝
撃
で
あ
り
、
わ
が
国
に

モ
ビ
リ
テ
ィ
の
変
革
を
も
た
ら
し
て
も
お
か

し
く
は
な
か
っ
た
。

　し
か
し
、
残
念
な
が
ら
、
顕
著
な
変
革
の

兆
候
は
未
だ
見
え
な
い
。
一
連
の
衝
撃
を
変

革
に
変
え
る
プ
ロ
セ
ス
を
欠
い
て
い
る
。

人
間
性
が

最
優
先
さ
れ
る

道

　モ
ビ
リ
テ
ィ
の
変
革
は
、
ま
ず
安
全
の
確

保
か
ら
ス
タ
ー
ト
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

た
め
に
は
、
道
路
交
通
に
お
け
る
速
度
と
優

先
順
位
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
徹
底
が
不
可
欠

で
あ
る
。
低
速
化
に
よ
っ
て
人
と
自
動
車
を

共
存
さ
せ
る
取
り
組
み
は
、
欧
州
で
は
従
来

よ
り
ゾ
ー
ン
30
（
上
限
30
㎞
／
ｈ
の
速
度
規

制
）
な
ど
の
面
的
速
度
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
見

ら
れ
る
。
近
年
で
は
シ
ェ
ア
ド
ス
ペ
ー
ス
の

よ
う
に
、
道
路
空
間
と
沿
道
空
間
の
適
切
な

デ
ザ
イ
ン
に
よ
っ
て
ド
ラ
イ
バ
ー
の
運
転
挙

動
に
抑
制
的
な
影
響
を
与
え
て
走
行
速
度
を

減
速
さ
せ
、
快
適
な
滞
留
空
間
を
確
保
し
よ

う
と
す
る
試
み
も
見
ら
れ
る
。
シ
ェ
ア
ド
ス

ペ
ー
ス
に
お
い
て
は
道
路
空
間
か
ら
信
号
、

横
断
歩
道
、
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
な
ど
の
表
示

が
取
り
除
か
れ
、
多
様
な
道
路
利
用
者
間
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
任
さ
れ
る
が
、
そ

こ
で
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
車
い

す
・
ベ
ビ
ー
カ
ー＞

歩
行
者＞

自
転
車＞

公

共
交
通＞
ト
ラ
ッ
ク＞

自
家
用
車
と
い
っ
た

優
先
順
位
が
基
本
原
則
と
し
て
確
立
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
弱
者
優
先
お
よ
び
公
共
優
先
の

基
本
原
則
は
、
ゾ
ー
ン
30
に
も
共
通
し
て
い

る
。　ス

ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
が
優
先
さ
れ
る
社
会

と
は
、
人
間
性
が
重
視
さ
れ
る
社
会
で
あ
る
。

わ
が
国
で
は
低
炭
素
社
会
へ
の
対
応
等
か
ら

自
転
車
の
利
用
促
進
が
叫
ば
れ
る
こ
と
が
多

い
が
、
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
優
先
の
背
景
に

は
弱
者
優
先
や
公
共
優
先
の
原
則
が
あ
る
こ

と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
原
則
の
徹

底
が
、
高
齢
者
を
標
準
と
す
る
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
社
会
を
後
押
し
し
、
さ
ら
に
集

約
的
な
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
へ
の
転
換
、
そ

し
て
地
域
公
共
交
通
が
存
続
で
き
、
適
材
適

所
の
手
段
選
択
に
よ
っ
て
全
体
効
率
化
が
図

ら
れ
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
社
会
が
実
現
さ
れ
る
。

わ
が
国
で
は
、
そ
う
し
た
認
識
が
希
薄
な
ま

ま
に
、
自
転
車
な
ど
の
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ

を
交
通
政
策
の
局
所
解
と
し
て
位
置
づ
け
る

傾
向
が
依
然
と
し
て
強
く
、
例
え
ば
自
転
車

専
用
通
行
帯
（
車
道
上
の
自
転
車
レ
ー
ン
）

を
延
ば
す
こ
と
が
自
己
目
的
化
し
て
い
る
ケ

ー
ス
が
散
見
さ
れ
る
。
ゾ
ー
ン
30
の
よ
う
な

面
的
な
速
度
規
制
と
優
先
順
位
の
遵
守
が
徹

底
さ
れ
た
市
街
地
に
お
い
て
は
、
車
両
の
交

錯
す
る
交
差
点
部
を
除
き
、
無
理
に
自
転
車

レ
ー
ン
を
設
置
す
る
必
要
は
な
い
。

新
た
な
価
値
を

生
み
出
す

ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ

　言
う
ま
で
も
な
く
、
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ

と
は
時
間
や
経
済
性
以
外
の
価
値
を
重
視
す

る
も
の
で
あ
る
。
ス
ロ
ー
な
価
値
と
は
、
人

と
人
を
つ
な
ぐ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
価

値
、
人
と
場
所
を
つ
な
ぐ
こ
と
に
よ
る
回
遊

性
の
価
値
、
場
所
性
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

創
造
の
価
値
で
あ
る
。
既
に
市
民
の
足
と
な

っ
て
い
る
自
転
車
に
加
え
、
普
及
が
始
ま
ろ

う
と
し
て
い
る
超
小
型
電
気
自
動
車
や
低
速

電
動
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
な
ど
の
ス
ロ
ー
モ

ビ
リ
テ
ィ
は
、
地
域
に
密
着
し
愛
情
・
愛
着

を
生
み
出
す
感
性
装
置
と
し
て
の
可
能
性
を

大
い
に
有
し
て
い
る
。
文
明
の
利
器
と
し
て

普
遍
性
が
求
め
ら
れ
て
き
た
従
来
の
ク
ル
マ

は
、
場
所
性
や
地
域
性
と
は
無
縁
の
も
の
で

あ
っ
た
。
景
観
や
ま
ち
な
み
と
の
調
和
も
ほ

と
ん
ど
意
識
さ
れ
て
い
な
い
。
一
方
、
感
性

装
置
と
い
え
ど
も
、
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
も

そ
れ
単
体
で
は
そ
の
魅
力
を
発
揮
し
え
な
い
。

　移
動
手
段
の
デ
ザ
イ
ン
、
道
路
や
鉄
軌
道

な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
デ
ザ
イ
ン
、
そ
し
て
沿

道
・
沿
線
の
空
間
デ
ザ
イ
ン
、
こ
れ
ら
を
含

む
ト
ー
タ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
が
モ
ビ
リ
テ
ィ
デ

ザ
イ
ン
で
あ
る
。
今
後
育
っ
て
い
く
新
た
な

ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
が
、
そ
の
新
た
な
社
会

的
価
値
と
デ
ザ
イ
ン
力
に
よ
り
、
イ
ン
フ
ラ

や
空
間
の
変
化
を
も
促
し
な
が
ら
、
一
体
的

な
社
会
装
置
と
な
っ
て
都
市
の
変
革
を
も
た

ら
す
こ
と
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

既に販売されている「コム
ス」に続き、トヨタが2013
年のジュネーブモーターシ
ョーに出展した超小型EV

「i-ROAD」は、2人 乗 り で
最高速度は45㎞/h。洗練さ
れたデザインと、鮮やかな
コーナリング、駐車しやす
い小さなボディで注目を集
めた。法整備が整う2015年
以降は、日本でも国土交通
省と自治体の連携で超小型
モビリティの実証実験が全
国で展開される予定で、こ
んなクールでスローな乗り
物がまちの景色を変える日
も近い。

進化系
スロー
モビリティ

超小型
電気
自動車

Case study

4

Micro Electric Vehicle

時速20㎞で宇奈月（富山県
黒部市）の温泉街をのんび
りと走る低速電動コミュニ
ティバス「eCom-8®」は、子
どもやお年寄りや観光客、
そして環境にやさしく、地
域交通のこれからの在り方
を示唆する。バッテリーの
約半分の電力を屋根の太陽
光パネルが補い、エアコン
はなし。ベンチシートに揺
られゆっくりと景色を見な
がら、知らない者同士でお
しゃべりを楽しみ、降りた
いところで降りられる。ま
さに「スロー」を体現した
乗り物だ。

まちと人に
寄り添って
進む

低速電動
コミュニティ
バス

Case study

3

Community Bus

欧州では、1970年代から交
通静穏化の動きが活発化し、
90年代には「ゾーン30」──
幹線道路（50㎞/h、100㎞/h）
に対し一定のエリアを面的
に30㎞/hで規制した生活道
路──が各国で運用された。
写真はドイツの事例。また、
近年は、道路から信号、標識、
横断歩道などの表示を取り
除いた「シェアドスペース」
の試みも増えている。この
空間では、安全性を確保す
るために、利用者の自律性
とコミュニケーションが常
に試される。

ヒトと
クルマが
共存する道

ゾーン30／
シェアド
スペース

Case study

2

Zone 30 / Shared Space

ロンドン市内中心部と郊外
を結び、自転車での安全な
長距離移動を可能にした「バ
ークレイズサイクルスーパ
ーハイウェイ」。青く塗った
専用レーンとともに、現在
地・目的地までの所要時間・
別の専用道路との接続を示
したサインが各所に立ち、
ふんだんな駐輪場と乗り降
り自由な自転車貸出ポート

（写真）もまちじゅうに設置
され、利用者の利便性を高
めている。これにより自転
車人口が劇的に増加し、朝
の通勤風景がすっかり変化
した。

ロンドンの
まちを変えた
新たな革命

サイクル
スーパー
ハイウェイ

Case study

1

Cycle Super Highway

ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
で
ま
ち
が
変
わ
る
│
│
内
外
の
試
み
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※指定外全てデータ参照。
※phはすべてアタリです。本画像にサシカエてください。


